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 第７章 事業の推進体制と管理運営 

1．計画事業の推進 

 特別史跡大坂城跡の本質的価値を構成する城郭遺構や近代以降の歴史遺産を確実に後世へ継承

していくためには、史跡内に存在する重要文化財等歴史的価値の高い建造物や石垣遺構を良好な

状態で維持する保存と、特別史跡大坂城跡に顕在・潜在する本質的価値を最大限に引き出し、市

民や来訪者が広く共有する活用を、双方均衡を図りながら適切に進めることが重要である。 

 史跡の保存・活用を進めるにあたっては、日常的な維持管理のほか、本質的価値を構成する要

素の維持・継承を図る修復や、多様な活用に向けた空間・施設整備を、適切かつ効果的に実施す

る必要がある。保存管理計画及び本計画で定める整備方針・事業計画を関係者間で共有し、これ

を適切な実施手法の選択や着実な事業実施につなげていくことが重要で、さらに事業の実施過程

を定期的に点検して課題・問題点等を洗い出し、方針・計画や事業の改善を行うための整備推進

体制を構築し、そこでの議論を深めた上で適切に整備を推進する。 

 

2．整備推進体制 

（1）管理運営状況 

 大坂城跡は、昭和 28年（1953）年３月 31日に史跡指定され、同年８月に大阪市が管理団体に

指定された。また昭和 28年６月 13日には 13棟の建造物が重要文化財に指定され、昭和 32 年

（1957）にはこれら重要文化財建造物の管理団体としても大阪市が指定された。その後、昭和 44

（1969）年には、文部省（当時）所轄国有財産取扱規定に基づき、特別史跡指定地の国有地に所

在する石垣の維持及び保護に関する事務が特別史跡及び重要文化財の管理団体である大阪市に分

掌された。 

特別史跡大坂城跡は都市公園法に定める都市公園である大阪城公園の中に位置している。史跡

の本質的価値を構成する要素である石垣・堀等や、歴史的建造物については、公園管理者である

大阪市建設局が所管し、豊臣期石垣公開施設の完成後、施設内で展示する豊臣期石垣については

大阪市経済戦略局が所管する。 

近代以降の大阪城特有の歴史的価値を構成する要素のうち、大阪城天守閣は博物館相当施設と

して大阪市経済戦略局が所管している。館内の展示など学芸業務については、経済戦略局観光部

観光課の学芸員が担い、管理・運営については後述する指定管理者が行っている。また、旧第四

師団司令部庁舎は大阪市建設局が、配水池及び配水管等は大阪市水道局が所管している。 

史跡指定地における植栽や公園施設等のその他の要素については、一部を除き、大阪市建設局

が所管している。 
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 平成 27 年（2015）4 月からは指定管理者制度を導入し、史跡の本質的な価値を構成する石垣や

歴史的建造物の維持管理を含む、一部の施設を除く大阪城公園の維持管理は、ＰＭＯ事業者であ

る大阪城パークマネジメント共同企業体が担うこととなった（指定管理期間は令和 17 年（2035）

3 月まで）。これにより、施設等の日常的な点検、補修・修繕についてはＰＭＯ事業者が行い、大

規模な改修は市が実施することとしている。 

（2） 整備実施主体 

 上記の管理運営状況を踏まえ、史跡の本質的価値の保存・活用に向けた大規模な整備は施設所

管部局が、維持管理に係る整備はＰＭＯ事業者が実施することを基本としている。これらの整備

にあたっては、大阪市教育委員会事務局文化財保護課が助言等を行うとともに、文化庁から権限

移譲された内容についての現状変更の許認可、及び文化庁への申請等の進達を行う。 

 なお、整備の実施にあたっては、文化財保護の観点からより適切な内容となるよう、計画段階

から文化庁や有識者等へ相談を行うことを基本とし、保存管理計画及び本計画に定める整備方針

や文化庁・大阪府の指導・助言を踏まえ、関係部局及び PMO 事業者が定期的に実施事業に係る情

報共有の場を持ち、関係者が連携して事業を進めることとする。 

 また、特別史跡の整備にあたっては歴史的な背景や経緯を踏まえて行うことが前提であり、最

新の調査・研究成果に基づいて適切に行う必要がある。そのため、大坂城跡の調査研究に関わる

大阪城天守閣・大阪歴史博物館・大阪公立大学・大阪市教育委員会文化財保護課等が連携して定

期的な情報交換を行うこととする。 

 また、必要に応じてこのほかの大学や研究機関、市民、NPO 団体、民間企業等の多様な主体と

連携を図り、より効果的な整備につなげる。 

 

図 165 特別史跡大坂城跡整備推進体制イメージ 
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（3）特別史跡大坂城跡整備推進会議の設置 

 整備は保存管理計画及び本計画で定める理念や方針に則るとともに、学術的な知見に基づいて

進めることが必要であり、整備の事業計画や具体的手法の検討段階には、専門的な知見を持つ外

部有識者から意見を聴取することが重要である。そのため、外部有識者で構成する「特別史跡大

坂城跡整備推進会議」（以下、推進会議という）を新たに設置し、特別史跡大坂城跡の整備全般に

ついて検討するとともに、専門的見地からの意見・助言を得ることとする。個別の整備事業の実

施にあたり、より専門的な検討が必要な場合には、専門会議を設置するなどし、事業の検討を進

める。 

推進会議は、関係部局（教育委員会事務局、建設局、経済戦略局）を事務局として定期的に開

催することとし、専門会議のメンバーの参加・協力も得ながら検討状況の共有・意見交換を行

う。事業内容について助言するとともに、事業計画の進捗状況等を踏まえた課題や対応について

検討を行い、概ね 5年ごとに行う本計画見直しに向けた意見のとりまとめを行う。 

なお、現在、特別史跡大坂城跡には、徳川期石垣の修理について検討する「特別史跡大坂城跡

石垣修復検討会議」（平成 16年度（2004）設置）、地下遺構の豊臣期石垣の公開について検討する

「豊臣石垣保存公開検討会議」（平成 24年（2012）設置）の２つの専門会議が設置されている。

本計画に示した、徳川期石垣の保存修復及び豊臣期石垣公開に関連する整備についてはこれらの

会議において検討・意見聴取を行うこととする。また、状況に応じ、個別に検討が必要となる事

業について専門会議を設置する（植栽、建造物、観光、情報発信など）。推進会議の設置にあたっ

ては、既存の専門会議の体制も考慮し、効果的な会議となるような体制をつくる。 

  

 

 

図 166 整備推進イメージ 
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